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健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう。(町民憲章より)
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好天気に恕まれた 7月 8目、全

町の小中学校陸上競技大会が今中

グラウンドで1mかれ、各さi'"f主のi童
手は大勢同元5凡な声般をあびてみ

んな力いっぱい他凶していま Lた。

(写真=小学児子5年 100M予選)

b大会新記録は次のとおり

小男 200M 白山哲也(紳) 30.0 

小男=走附跳向L1J析也(相11) 4.77 

小女 200M 且肝宏美(今) 33.4 

中女 200M 針日万1，';1:，(今)29.7
中女 400M リレ ー 今世 59.1 
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くヂ竺空

般
会
計

第
二
回
定
例
町
議

会
は
、
六
月
二
十
七

日
開
か
れ
、
国
民
健

康
保
険
税
条
例
的
一
部
改
正
、
各

会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
九
件
を

審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
長
か
ら
前
年
度
各
会

計
的
決
算
状
況
な
ど
の
行
政
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
決
ま
っ
た
お
も
な

ニ
と
は
次
め
と
お
り
で
す
。

第2固定
例町議会

七
千
百
四
十
万
円
を
追
加

〈〉

一
般
会
計
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
七
千
百
四
十
七

万
三
千
円
が
追
加
さ
れ
、
予
算
総
額
は

二
十
億
九
千
百
九
十
五
万
二
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

追
加
の
お
も
な
も
の
は
、
町
道
官
同
校

線
、
大
和
中
央
線
、
神
丘
十
号
線
の
舗

装
工
事
な
ど
に
三
千
百
八
十
万
円
、
停

車
場
南
通
り
線
街
路
事
業
に
二
千
六
百

三
十
六
万
円
、
山
手
線
舗
装
工
事
に
二

千
三
百
五
十
万
円
、
八
束
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
建
該
工
事
に
八
百
五
万
円
、
南

停
車
場
線
用
地
購
入
賞
に
三

百
九
十
方
向
、
イ
マ
ヌ
エ
ル

線
舗
装
工
事
に
三
百
六
万
八

千
同
、
宮
の
下
橋
架
換
工
事

費
に
二
百
六
十
七
万
三
千
円
、

給
食
セ
ン
タ
前
舗
装
工
事

に
二
百
二
十
六
万
四
千
円
、

ス
ク
ー
ル
パ
ス
運
行
委
託
料

に
百
五
十
九
万
五
千
円
、
街

路
灯
設
置
補
助
金
に
百
三
十

七
万
五
千
円
、
交
通
安
全
施

一
基
+
万
円

(町
費
補

助
す
)
の
新
し
い
街
路
灯

が
旭
町
通
り
に
完
成

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

今
年

今
年
の
一
月
二
十
九
日
に
つ
〈
死
亡

事
故
が
七
月
七
日
住
吉
で
発
生
ノ
交
通

事
故
死
ゼ
ロ
は
、
わ
ず
か
百
五
十
八
日

で
ス
ト
ン
プ
し
ま
し
た
。

死
亡
事
故
は
、
七
日
午
後

一
時
ご
ろ

住
吉
町
国
道
で
道
路
わ
き
に
駐
車
し
て

い
た
ト
ラ
ッ
ク
に
旭
川
か
ら
今
金
市
街

に
向
う
ト
ラ
ッ
ク
が
追
突
、
車
は
二
台

と
も
路
外
に
転
落
。
こ
の
た
め
車
か
ら

降
り
よ
う
と
し
て
い
た
運
転
手
町
砧
勝

治
さ
ん
(
栄
町
)
が
路
上
に
た
た
き
つ

け
ら
れ
、
頭
な
ど
を
強
く
打
っ
て
間
も

な
く
死
亡
し
ま
し
た
。

現
場
は
住
吉
駅
近
〈
の
見
通
し
の
よ

い
カ

1
7
で
し
た
が
、
激
突
し
た
運
転

手
の
ち
ょ
っ
と
し
た
居
眠
り
が
原
因
で

牲
者

悲
惨
な
死
亡
事
故
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

し
か
も
、
残
念
な
が
ら
今
年
、
死
亡

事
故
を
起
、
」
し
た
の
は
い
ず
れ
も
町
外

か
ら
町
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
っ
て
、
町
内

の
人
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

今
年
同
町
内
の
交
通
事
故
発
生
は
七

月
七
日
現
在
で
十
一
件
と
昨
年
同
期
に

比
べ
八
件
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
夏
期
間
は
特
に
交
通
事
故

が
多
発
し
ま
す
。

作
交
通
事
故
ゼ
ロ
H

は
み
ん
な
の
願

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
町
民

一
人
ひ
と

り
が

『事
故
を
起
き
な
い

、
事
故
に
あ

わ
な
い
』
と
い
う
自
覚
を
も
っ
と
同
時

に
、
運
転
者
も
歩
行
者
も
正
し
い
交
通

ル
1
ル
の
実
践
を
習
慣
づ
け
、
職
場
、

歩行者の事故防止に

ライオンズ・ク横断旗立てを寄贈j

@
A下
会
一
ヲ
イ
弐
M
Xク
ラ
プ

設
整
備
事
業
に
百
十
四
万
円
、
公
衆
浴

場
改
修
補
助
金
に
八
十
八
万
六
千
円
、

給
食
セ
ン
タ
ー
備
品
購
入
費
に
八
十
四

万
三
千
円
、
ゴ
ミ
箱
作
成
補
助
金
に
二

十
二
万
五
千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
村
地
域
農
林
漁
業
特
別
事
業

補
助
金
二
百
九
万
九
千
円
、
農
業
構
造

改
善
卒
業
補
助
金
三
百
四
十
万
七
千
円

な
ど
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
、
町
償
四
千
四

百
六
十
万
円
、
国
庫
支
出
金
九
百
三
十

二
万
六
千
円
、
町
税
四
百
九
十
九
万
六

千
岡
、
道
支
出
金
百
五
十
七
万
八
千
円
、

ノ世
帯
平
均
八
万
四
千
円

前
年
の
五
・
八
%
増

国
民
健
康
保
険
税

。
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

当
初
予
算
の
税
収
見
込
は
昨
年
に
比

べ
て
一

二

・
五
%
の
伸
び
率
で
計
上
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
被
保
険
者
の
負
担

を
極
力
軽
減
す
る
た
め
、
前
年
度
繰
越

金
七
百
万
円
と
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ

な
ど
で
‘
保
険
税
は
前
年
度
実
績
に
比

べ
五

・
三

%
増
に
押
え
税
率
を
確
定
し

大
型
の
ト
ラ
ッ
ク
事
故
が
目
だ

-

つ
(
6月
9
日
国
道
寒
鼻
地
区
で
)一

地
域
、
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
の
絶

滅
を
期
し
た
い
も
の
で
す
。

マ
命
を
守
る
シ
ト
ベ
ル
ト
は
運
転
者

も
同
乗
者
も
必
ず
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

ン
l
ト
ベ
ル
ト
は
疲
れ
を
防
き
正
し

い
運
転
に
も
役
立
ち
ま
す
。

歩行者が左右よく注意Lて道路を横断す

るようにと、今金ライオンズクラブから、

子供向人形町横断旗立て 8基を町交通安全

推委に寄贈されました。町では、さっそ〈

市街地問中でも交通事故発生が必配される

股協デパ ト十字街2ヵ所町民セ/タ

前、古屋旅館前向横断書道に設置しました

ので、みんなで大切に利用LまLょう。

繰
越
金
一
千
百
五
十
万
円
が
見
込
ま
れ

ま
し
た
。

〈〉
特
別
会
計
補
正
予
算

国
保
会
計
事
業
勘
定
で
は
、
臨
時
財

政
調
控
交
付
金
内
決
定
に
よ
っ
て
保
険

給
付
費
な
ど
四
百
二
十
四
万
八
千
円
が

減
額
さ
れ
、
予
算
総
額
は
四
億

一
千
二

十
七
万
円
に
、
国
保
会
計
施
設
勘
定
で

は
ボ
イ
ラ
ー
煙
突
の
改
修
費
者
ど
車
四

十

一
万
九
千
円
が
追
加
さ
れ
、
資
本
的

支
出
総
額
は
一
千
二
百
八
十
八
万
六
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

〈
〉
専
決
処
分
の
報
告

昭
和
五
十
一
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
の
っ
ち
町
債
に
百
万
同
が
追
加
さ
れ

予
算
総
額
は
二
十

一
億
一
千
六
百
十
六

万
二
千
同
に
な
り
ま
し
た
。

。

陳

情

町
野
球
連
盟
か
ら
の

「町
営
野
球
場

ま
し
た
こ
れ
に
よ
り
今
年
度
内
税
率
が
、
所

得
制
百
分
何
回
・
七
四
(
前
年
の
三

九
%
減
)
資
産
制
面
分
の
六
二

二

、

(
前
年
内
一

二
・
一
%
減
)
均
等
割
(
ひ

と
り
当
り
)
七
千
八
百
三
十
円

(四・

六
%
増
)
平
等
割
(
一
世
帯
当
り
)

一

万
五
千
三
百
六
十
円
(
四
・
九
%
増
)

に
改
め
た
も
の
で
す
。

な
お
、

一
世
帯
当
り
の
平
均
税
傾
は

八
万
四
千
四
百
六
十
八
円

(
前
年
の
五
・

七
%
噌
)
ひ
と
り
当
り
一
一万
一
千
五
百
三

十
一
円
(
前
年
同
五
・
五
%
増
)
に
な

り
ま
す
。

今
年
も
食
中
毒

町
シ
ー
ズ
ン
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
発
生
件
数
の

六
0
1
七
O
%は
、

七
1
九
月
に
集
中

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
食
べ

物
を
腐
敗
き
せ
た

り
、
食
中
毒
の
原

因
と
な
る
細
菌
に

と
っ
て
勿
暑
さ
。

が
最
も
活
躍
し
や

す
い
絶
好
の
条
件

と
な
る
か
ら
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
細
菌
に
よ
る
食

中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
第

一
に
食
中

毒
閣
を
食
品
に
付
着
さ
せ
な
い
こ
と
で

す
。
こ
の
た
め
食
品
を
一
凋
理
す
る
と
き

は
、
原
材
料
や
調
理
器
具
を
十
分
に
洗

う
ほ
か
、
手
指
向
傷
に
気
を
つ
け
、
手

洗
い
を
励
行
し
、
ハ
エ
な
ど
が
食
品
を

汚
染
し
な
い
よ
う
取
扱
う
こ
と
で
す
。

第
二
に
、
食
中
毒
菌
は
一
般
に
熱
に

弱
い
の
で
加
熱
す
る
こ
と
で
す
。
万

一

食
品
に
付
着
し
て
も
殺
菌
で
き
ま
す
。

第
二
一に
、
食
中
毒
が
食
品
中
で
増

殖
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
調

理
し
た
あ
と
で
き
る
だ
け
早
く
食
べ
る

か
、
摂
氏
五
度
以
下
の
低
温
に
保
管
し

て
お
〈
事
」
と
が
大
切
で
す
。

食
中
毒
菌
は
食
品
中
で
ど
ん
ど
ん
増

え
て
食
品
の
昧
も
央
い
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。
い
つ
も
、
こ
の

「消
潔
、
迅
速
、

食中毒のシーズンです

洗浄・ 加熱 ・冷却を十分に

円
建
設
」
、
極
川
連
合
部
落
会
か
ら
の
、
〕

「
種
川
地
区
温
泉
町
活
用
並
び
に
種
川
は

駅
前
横
道
路
の
整
備
」
の
陳
情
が
あ
り
、

総
務
・
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
き
れ

ま
し
た
。

。

繍

願

良
協
、
農
民
連
盟
か
ら
五
十
二
年
産

米
町
政
府
買
入
価
格
を
正
味
六

O
今

-
M

，

当
り
二
万
円
以
上
と
す
る
こ
と
‘
米
穀

政
策
の
確
立
、
農
業
経
営
安
定
政
策
の

確
立
な
ど
の
結
願
が
採
択
さ
れ
、
町
議

会
か
ら
関
係
機
関
に
対
し
要
望
芳
見
舎

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

〈
〉
決
織

町
議
会
議
員
六
名
か
ら
の
「
北
方
領

土
の
早
期
返
還
に
関
す
る
次
訴
茅
が

可
決
さ
れ
、
町
議
会
か
ら
関
係
機
闘
に

対
し
決
議
舎
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

匹
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
措
置
も
改

め
ら
れ
、
所
得
二
十
万
円
以
下
町
四
人

家
族
で
一
二
万
一
千
二
百
四
十
円
の
減
税
、

ま
た
、

二
十
万
円
を
超
え
る
所
得
的
場

合
は
、
家
族

一
人
ふ
え
る
ご
と
に
対
象

所
得
が
十
五
万
円
ず
つ
加
算
さ
れ
、
四

人
家
族
で
は
所
得
六
十
五
万
円
で
一
万

七
千
八
百
六
十
円
の
減
税
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
給
与
支
払
報
告
書
が
町
長
に

提
出
さ
れ
て
い
な
い
者
が
、
国
民
健
康

保
険
税
の
納
税
義
務
が
発
生
し
た
と
き

は
、
所
得
な
ど
を
記
載
し
た
申
告
書
を

町
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

冷
却
ま
た
は
加
熱
」
の
三
原
則
を
忘
れ

ず
食
中
毒
防
止
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

争
万
一
、
食
中
毒
に
か
か
っ
た
ら

応
急
手
当
て
と
し
て
は
、
食
べ
物
を

吐
き
出
さ
せ
ヒ
7

ン
油
な
ど
で
下
剤
を

か
け
る
的
が

一
般
的
で
す
が
、
も
ち
ろ

ん
、
重
症
に
な
ら
な
い
内
に
医
師
内
診

断
・
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
安
全
で
す
。

病
害
虫
の
適
期
防
除

と
農
薬
の
安
全
使
用

道
内
で
は
五
月
か
ら
八
月
三
十

一
日

ま
で
の
四
カ
月
間
「
病
害
虫
の
適
期
防

除
と
危
被
害
防
止
運
動
」
を
す
す
め
て

い
ま
す
が
、
い
よ
い
よ
病
害
虫
防
除
の

最
盛
期
に
入
り
ま
し
た
の
で
、
特
に
次

の
こ
と
に
気
を
つ
け
、
今
年
も
無
事
故

で
収
穂
町
秋
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

マ
農
薬
の
使
用
に
な
れ
す
ぎ
て
安
易
に

取
り
扱
い
、
事
故
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
常
に
初
心
に
帰
り
、
容

器
に
標
示
さ
れ
て
い
る
使
用
上
司
注

意
事
項
を
よ
く
守
り
ま
し
ょ
う
。

マ
防
除
は
、
病
害
虫
の
種
類
に
よ
っ
て

適
期
が
異
な
り
ま
す
。
通
綱
を
は
ず

す
と
防
除
の
効
果
が
あ
が
ら
ず
、
経

費
と
労
力
的
無
駄
使
い
と
な
り
ま
す
。

効
率
的
な
防
除
を
行
う
た
め
、
病

害
虫
の
発
生
情
報
に
十
分
気
を
つ
け

計
画
的
に
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

マ
農
薬
の
空
び
ん
、
空
袋
も
増
え
て
く

る
時
期
で
す
。
適
切
な
処
理
を
し
て

他
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
、
っ
。

[ 3) 



々
検
討
し
た
結
川市
‘
町
民
的
ア
ン
ケ
ー

ト
の
支
持
を
尊
重
し
て
決
定
し
ま
し
た
.

イ
チ
イ

(一

位
)
は
別
名
ア
ラ
ラ
ギ

と
も
い
わ
れ
、

町
内
で
は
い
た
る
と
こ

ろ
で
見
ら
れ
、
な
か
で
も
樋
川
町
国
道

よ
ち
に
あ
る

「常
代
(
と
こ
よ
)
の
松
」

は
樹
齢
千
年
と
い
わ
れ
、
明
治
町
=
一代

目
開
拓
長
官
熱
田
清
除
が
現
地
で
名
付

け
た
開
拓
紀
念
樹
と
し
て
地
元
何
人
た

ち
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
間
基
八
十
周
年
の
記
念
事

業
と
し
て
‘
役
場
ぷ
庁
舎
前
に
悶
さ
六
幻

の
イ
チ
イ
を
植
え
た
ほ
か
、
総
合
体
育

館
に
も
町
さ
十
二
灯
、
附
船
八
百
年
と

い
わ
れ
る
立
派
な
イ
チ
イ
を
町
木
と
し

て
植
樹
し
ま
し
た
。
〈
写
a瓦〉

一
方
、
町
内
花
に
決
ま
っ
た
チ
ュ

l

リ
y
プ
は
今
後
、
花
い
っ
ぱ
い
巡
動
的

中
で
栽
培
を
奨
励
、
各
家
庭
的
庭
先
や

公
聞
に
多
く
植
え
て
も
ら
う
考
え
で
す
。

(4 J 

町
木
は
イ
チ
イ
に
決
ま
る

開
基
八
十
周
年
、
町
制
施
行
三
十
周

年
を
記
念
し
て
、
町
内
花
と
町
木
を
設

定
し
よ
う
と
、
町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
が
、

六
月
十
六
日
に
聞
か
れ
た
開
基
八
十
周

年
記
念
卒
業
笑
行
委
員
会
的
席
上
で
・

町
花
は
チ
ュ

l
リ
y
プ
、
町
木
は
イ
チ

イ

(
お
ん
こ
)
に
決
ま
り
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
四
月
中
句
か
ら
一
ヵ

月
の
予
定
で
町
内
、
部
落
会
を
通
し
て

今
金
町
町
に
ふ
さ
わ
し
い
花
と
木
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、
全
世
帯
の
四

O
%近

い
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
町
花
で

は
七
十
種
類
の
花
名
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
圧
倒
的
に
多
い
の
が

「チ
ュ

l
リ
y
プ
」
一
一
番
目
に
は
菊
、
次
に
ス

ミ
レ
、
水
仙
、

ツ
ツ
ジ
な
ど
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
特
産
物
に
ち
な

ん
で
じ
ゃ
が
い
も
円
花
も
あ
り
ま
し
た
。

町
木
で
は
三
十
腕
瓢
の
樹
名
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
が
、

一
番
多
か

っ
た
町
は

「イ
チ
イ
」一一
番
目
に

「桜
」
次
に
な

な
か
ま
ど
、
松
類
、

ア
カ
ン
ヤ
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。
記
念
事
業
実
祭
賞

会
で
は
、
こ
れ
ら
の
種
目
に
つ
い

て
位

H
M
掛
境
の
い
で
湯
。
英
利
河
温
泉

一
部
門
自
然
休
養
林
を
町
民
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
利
用
し
て
も

ら
お
う
l
と
.
昨
年
か
ら
町
止
今
金

営
林
署
で
環
境
整
備
が
進
め
ら
れ
、

五
月
二
十
七
日
、
待
望
的
山
開
き
が

盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

美
利
河
温
泉
一
倍
は
、
春
町
新
縁

秋
の
紅
葉
と
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
明
る

く
華
や
か
な
色
ど
り
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
る
ブ
ナ
向
原
生
林
、
そ
の
中
に

流
札
る
ピ
リ
カ
ベ
ソ
川
の
せ
せ
ら
ぎ

を
聞
き
な
が
ら
た
ど
る
白
蛇
町
遊
歩

道
‘
そ
の
奥
に
は
内
浦
湾
も
一
望
に

見
渡
せ
る
丸
山
内
展
笠
古
や
仙
境
に

ふ
さ
わ
し
い
ラ
ン
プ
の
灯
が
と
も
る

温
泉
郷
が
あ
る
た
め
、
年
ご
と
に
多

く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

函
館
営
林
局
で
は
.
こ
の
俗
化
さ

れ
な
い
国
有
林

一
帯
を
「
保
健
休
養

美利河自然休養林オーブン/

きあ/家族みんなで自然に楽しもう

波21あふ最街民

!，¥ ¥フヨノ t.J.¥ • \~'i . /語、 l久 r ヘ

、 \~s畏g{'v， 2)J司設でj噂森;ず
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美
し
い
草
花
や
織
の
築
に
按
し
て
い
ま
す
と
‘

私
た
ち
内
生
活
に
い
ニ
い
と
明
日
へ
の
活
力
を

与
え
て
〈
札
ま
す
。
と
〈
に
、
こ
れ
か
ら
暑
さ

が
ま
し
て
き
ま
す
と
、
街
並
み
の
木
町
議
が

一

段
と
う
る
お
い
を
与
え
て
〈
れ
ま
す
。

町
で
は、

町
民
み
ん
な
が
健
康
で
快
適
な
生

活
を
す
る
た
め
現
在
、
総
合
体
育
館
檎
に
商

美
公
図
を
造
成
す
る
な
ど
、
緑
豊
か
な
環
境
づ

く
り
を
着
々
と
進
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
毎
年

各
団
体
や
町
内
会
が
住
民
活
動
と
し
て
進
め
て

い
る
H

花
い

っ
ぱ
い
辺
両
。
は
こ
と
し
も
春
先

か
ら
各
地
域
内
集
会
所
や
公
園
に
黒
松
、
桜
、

つ
つ
じ
を
は
じ
め
楠
山
北
町
か
ら
の
ス
ミ
レ
五

千
本
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
ゆ
街
ぐ

る
み
の
花
い

っ
ぱ
い
辺
助
H

は
、
こ
れ
か
ら
も

大
き
く
今
金
町
全
域
に
広
げ
た
い
も
の
で
す
。

の
場
に
」
利
用
し
て
も
ら
お
う
と
、

五
十
年
度
か
ら
=
ヲ
年
計
画
で
繋
側

を
進
的
、
す
で
に
地
泉
旅
館
械
に
は

丸
太
を
組
み
合
わ
せ
て
追
っ
た
あ
づ

ま
や
風
の
休
憩
舎
、
山
路
入
口
町
駐

車
場
や
大
理
石
を
使
っ
た
自
然
休
挺

林
指
定
的
石
標
な
ど
が
完
成
し
ま
し

た
。
ま
た
、

町
で
も
昨
年
、
公
衆
使

所
、
水
飲
み
場
、
ベ
ン
チ
、
く
ず
か

ご
を
数
個
所
に
設
置

t
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
整
備
に
よ
っ
て
、
二
十

七
日
に
は
今
金
営
林
署
と
町
が
共
催

し
て
自
然
休
養
林
英
利
河
地
区
町
山

聞
き
が
山
路
入
口
広
場
で
聞
か
札
、

町
内
外
か
ら
百
五
十
人
が
参
例
、
新

鮮
な
空
気
、
緑
と
太
協
が
い

っ
ぱ

い

の
自
然
休
養
林
内
誕
生
を
祝
い
、
y

自
然
休
養
林
指
定
記
念
碑
の
前

一

で
行
わ
れ
た
糞
利
河
地
区
山
開
き

y
ジ
の
記
念
Mm
樹
や
散
歩
道
を
楽
し

み
ま
し
た
。

こ
の
い
き
い
き
と
し
た
大
自
然
を

み
な
さ
ん
に
大
い
に
利
用
し
て
も
ら

3
た
め
、
今
後
は
丸
山
頂
上
か
ら
二

股
温
泉
を
縦
断
す
る

コ
l
ス
を
開
設

す
る
ほ
か
.
美
利
河
地
区
内
小
品
目

森
を
は
じ
め
、
プ
ナ
目
見
本
問
、
薬

事
の
森
主
ど
を
設
置
し
て
家
族
み
ん

な
で
楽
し
く
自
然
に
親
し
め
る
よ
}

に
計
画
し
て
い
ま
す
。

現
荘
、
温
泉
旅
館
は
東
条
さ
ん
が

老
弱
の
た
め
閉
鎖
し
て
い
ま
す
の
で
、

山
岡
県
場
や
休
惣
合
な
ど
の
施
設
は
み

ん
な
で
大
切
に
利
用
す
る
と
と
も
に

ピ
ク
ニ

y
ク
の
ゴ
ミ
や
宝
山
町
は
出
ず

持
ち
帰
る
よ

3
に
し
た
い
も

m
で
す
。

企 6月15日岳地区に配布された槽山北高度の花苗

'E石
て碑
る前
歯r(ニ
長山
と開
函き
館記
営念

書霊
長標

v 

，一，帽、

企広い自転車公園の花壇もみんなの真心がいっぱい

可V八嶋宮境内に鳳松を植樹する日赤奉仕団

( 5 J 

. ..，，-

一喝



八
月
四
日
ひ
ま
わ
り
号
来
町

愛
の
血
液
助
け
合
い
に
ご
協
力
を

最
近
は
外
科
手
術
的
進
歩
に
よ
っ
て

多
数
の
命
が
救
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ

の
か
げ
に
は
輸
血
の
た
め
の
血
液
が
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

血
液
は
、
科
学
的
進
歩
し
た
現
在
で

も
人
工
的
に
作
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

本
道
で
は
‘
交
通
事
故
、
労
務
災
害

を
は
じ
め
、
縮
、
心
疾
邸
内
手
術
な
ど

に
使
わ
れ
る
保
存
雌
桜
町
量
は
、
年
間

約
五
万
五
千
リ
ッ
ト
ル
で
あ
り
‘
年
々

危
激
に
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
量
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
年
間

約
三
十
一
万
人
的
方
が
た
の
協
力
が
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
年
‘
特
に
盛
支
期
に
は
、
血
液
が

非
常
に
不
足
し
ま
す
の
で
、
七
月
一
日

故
勲由
六浅
等幸
瑞作
宝さ
章ん

三
十
三
年
余
に
わ
た
り
郵
政
事
業
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
故
由
浅
幸
作
さ

ん
に
従
七
位
勲
六
等
瑞
宝
章
が
贈
ら
れ

六
月
二
十
九
日
今
金
郵
便
局
長
を
通
じ

て
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

由
浅
さ
ん
は
、
大
正
十
五
年
に
今
金

郵
便
局
の
通
信
手
、
通
信
書
記
に
任
ぜ

ら
れ
、
主
宰
を
経
て
局
長
代
理
を
務
的

か
ら
三
十
日
ま
で
の
一
ヵ
月
間
、
全
国

一
斉
に
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

が
行
わ
れ
ま
す
。

今
金
町
に
は
八
月
四
日
に
移
動
採
血

事

『
ひ
ま
わ
り
号
』
が
来
町
し
ま
す
。

こ
町
一
機
会
に
、
み
な
さ
ん
の
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

現
在
、
図
に
お
い
て
は
‘
献
凪
者
の

普
意
に
報
い
る
た
め
、
血
液
代
金
の
無

料
化
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
も
れ
な

く
申
制
し
て
く
だ
さ
い
.

日
ご
ろ
か
ら
健
康
に
心
が
け
、
献
血

に
進
ん
で
協
力
願
い
ま
す
。
ま
た
、
万

一
輸
血
の
必
要
な
時
な
ど
の
ご
相
談
は

血
液
セ

ン
p
l、
保
健
所
、
役
場
、
病

院
に
お
た
ず
ね
く
だ
き
い
。

て
い
ま
し
た
が
昭
和
三
十
四
年
高
齢
に

よ
り
退
職
し
ま
し
た
。
そ
の
問
、
職
務

に
精
励
さ
れ
業
務
成
績
き
わ
め
て
優
秀

で
数
々
の
表
彰
を
受
賞
す
る
な
ど
、
郵

政
事
業
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
退
職
後
も
町
選
管
委
只
長
、
監
査

委
只
毎
町
公
職
を
務
的
、
地
域
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の

で
す
。
し
か
し
、
残
念
に
も
本
年
三
月

二
十
二
日
お
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
の
で
、

故
人
の
功
績
を
た
た
之
、
ご
冥
福
を
祈

り
ま
す
。

社会福祉協議会だより

-社協会員の加入!こ

ご協力を
本町の社会福祉協議会は昭和45

年に発足現在的全且数は 237名

を教えておりますが、町民的皆様

方向ご理解をいただいていない薗

が多いと思われますので、当協議

会的目的、本年度同亜占目標等に

つきま Lてお知らせいた L、合せ

てご協力をお願いLます.

&>社全福祉協議全の目的

地域における社会福祉全般の推

進のため‘地域住民の協力を得て

生活の向上と全ての面での助冒、

指導を行ない、住みよい街づ〈り

に寄与するも円です。

&>52年度内亜占目標

e 地域住民に対する広報活動向強

化並びに合貝円増加をはかる。

・霊↑w銀行の活動的推進に嘗める.
.心配ごと相談の活動を推進する

・ポランティアグル プの育成と

その活動を推進する。

・町社協主催の社会福祉研究大金

に参加する。

・共同募金運動に参加協力する.

.生活応急資金貸付の推進.

・置の訪問を実施.

本年度は特に社協会貝の募集を

積極的に進めますので、みなさま

方的特段のご協力、ご理解を必願

いいた Lます.
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固
感
謝
し
ま
す
固

-
愛
情
銀
行
へ
預
託
・
払
い
出
し

マ
原
昭
さ
ん
(
南
町
)
か
ら
オ
ル
ガ
ン

中
古
一
式
を
光
町
星
学
園
へ

マ
今
金
農
協
デ
パ
ー
ト
が
七
月
三
日
町

民
セ
ン
タ
ー
で
開
い
た
セ
リ
市
内
売
上

金
七
万
七
千
六
百
円
が
光
の
里
学
園

と
豊
寿
国
へ
(
各
三
万
八
千
『
八
百
円
)

マ
大
倉
啓
太
郎
さ
ん

(昭
和
町
)
か
ら

六
千
円
を
光
町
里
学
園
、
四
千
円
を

小
百
合
保
育
闇

へ

マ
柴
谷
澄
子
さ
ん
(
神
丘
)
か
ら

『ふ

る
さ
と
の
民
家
』

カ
ラ
|
写
真
集
一

冊
を
町
民
セ
ン
タ
ー
図
笹
室
へ

納
期
内
に
納
め
よ
、〉

固

定

資

産

税

〈
二
期
〉

国
民
健
康
保
険
税
《
一
期
〉

七
月
三
十

一
日
ま
で

bそう入する文'( r j'kう火を消
すまではなすな目と'L'J (全
国統一線悟)そ町他ー独白に

標語等を入れてもよい.

応g数は 1人 1占
[> J~J 日 7月 1日-9月10固まてe

b応募作品町中か勺 山を J韮4し
楠山広域消防組合大災 {'l出lill!l"r}J
用ポスターと Lて係用Lます。
その他全作品をifllLJ1.ム地問IlMll
合が火災干IWポスタ として使
用しますので返却しません.

1> 11" 中学生内部 一般的部とも
哲理者1'l1、消防長-rt1、1:1;11'

3、参加11'[

b受付 楠山広地消防総合作文明
.北海道職員採用初級位験の実施

道人事委u会では52年皮肉近職
li保用初J組成駐を10月日目に行い
ます。受験資栴は昭和31年 4月2

日から35年 4月 l臼までに生まれ

た者、受付は 8月22日から 9月3
日まで、巾込併用紙と持制は役場

総務課にお問い合せ〈ださい.

.北方地域元居住者の動態閥査

i立では、領土復帰吋筑およびJじ
居住者的援護対策町北礎資料とす

るたゲ》、 49'1三l主:ヵ‘ら'JI iき船tき、 Je
居住者全liの挺態i関貨を行ってい
ます。対談世情ごとに制点黙を創

世していますので、忘れずお出し

くださ.'. 
・ 8月の体日当番医
7日 北楠山町国保梢院E④5321

14日 今金町'"山病院E③0324
21日 北楠山肝国保病院E④5321

28日今金町国保病院E②0221

切りの 7月 5日で500人です. こ

の制度は~，fJ人数が 2 千人以上で

なければ実現Lません.保険料は
1人年額480円です. まだ加入巾

L込みをされていない世帯があり
ましたら、町民深まで主:tf1¥ Lてく
ださし、。

・国民年金保険料は7月末日です
国民年金保険料の節 1 JUJ分 (4 
月一 6月分)の納付期限は 7月末

日です.まだ納めていない人は早

〈納めましょう。

保険料町納付は、 4. 5. 6月

分は 7月末日 7. 8. 9月分は

10月末臼、 10. 11. 12月分は l月

末日、 1. 2. 3月分は4月末日

までとい うように 3ヶ月毎に納

付期限が定められています.

もし、この納付期限までに保険

料を納めていませんと、万一けが

をしたり、ご主人が亡くなったと

きなどに.陣、!;.年金やi在千年金が

受けられなくなることがあります。

また、保険料が制的忘れのまま

になっていると、将来、.l!;齢年金

が受けられなくなる場合もでてき

ます.このようなことがないよう

保険料は必ず納付期限までに納め

るよう;ニ Lましょう。

-'"災予防のポスターを募集

楠山広域別|山組合では次的姿領

て'火災予防のポスターを :~}m して

います.ふるって応募ください.

b対最 中学生、同校生と一般も
b作品 火災干l切にl制するものを
主とし、梢l出にl制するのも可
b規栴たて52cm よこ36cm以上

おしらせ

L.ム .1..J 

-身体障害者相飯島に生亀勇さん/

前任者向犬上博さんが転出した

ことにより、後任円相談uに役場
税務副l長内生f也切さん(崎町)が
5 月 1 日付で知之:J>~、ら委l叫されま

した.

相談只は、身体蹴~g者や身体的

不自由なかたのために、医療に関

すること、史生資金、身向上、生活

などについて相談を受け、問題の

解決にあたります.どんなことで

も気軽にご相誠〈ださい。

・町民センターの図書ご利用を

町民セノターの図住宅では 7月

12日から図貯をllL出しLます。
本町好きなかた、家庭で由っく

りJ〉iLみたいかたは午後12時30分か
均 4時30分までにおこ Lください。

なお、毎i且月 1111(目 ・然回 年末
年舶は休みます.

.交通傷害保険に加入 Lましょう
6月に町内、苦1¥部会長さんを通

じてIJII入希望者を取りまとめてい
ました「町民交通似在保険」は締

ユ七扇

少
年
野
球
に
胸
は
ず
む

」
・
ア
ー
ム
ズ
の
子
ど
も
た
ち

⑥⑧@⑧⑮ 

朝
も
や
が
あ
が
る
午
前
六
時

「
お
は
よ
う
，r
」
と
元
気
な
あ

い
さ
つ
を
か
わ
し
た
あ
と
、
柔

軟
体
操
か
ら
キ
ヤ

y
チ
ポ
l
ル

に
汗
を
な
が
す

3
・ア
l
ム
ズ
円
少

年
た
ち
。
こ
の
野
球
好
き
な
宇
ど

--
~ ‘' ー

も
う
何
も
い
い
ま
せ
よ

ー
ー
と
不
安
に
な
る
だ
け

判
帆
が
気
に
す
る
教
科
は
、

釘
数
や
国

籍
の
よ
う
に
、
テ
ス
ト
の
回
数
が
多
く

点
数
を
見
る
機
会
的
多
い
教
科
の
よ
う

で
す
。

V
お
ど
世
し
と
、
お
だ
て
の
使
い
分
け

よ
く
聞
く
親
の
戸
に
仰
い
く
ら
い
っ
て

も
‘
勉
強
し
な
い
の
で
す
が
“
と
い
う

の
が
あ
り
ま
す
。
い
く
ら
い
っ
て
も
、

町
中
身
が
問
姐
で
す
。
『
勉
強
し
た
の

?
」

「
勉
強
し
な
さ
い
ョ
.
遊
ん
で
ば

か
り
い
な
い
で

J
と
い

っ
た
コ
ト
パ

を
く
り
か
え
し
並
べ
た
て
て
い
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
と
は
別
に
、

円
も
う
な
に
も
い
い
ま
せ
ん
ョ
。
ど

ん
な
通
信
簿
を
い
た
だ
け
る
か
、
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
か
ら
ネ
。
」

「O
O
さ
ん
に
負
け
て
、
く
や
し
い
と

思
わ
な
い
の
。
少
し
は
、
イ
ジ
を
持
つ

開基80周年記念協賛

第四産業まつり

とき/8角川目~16日

催し/干人おどり仮装力

少年野球大会 ・娩罵競技

愛犬展覧会ほか

も
た
ち
の
夢
を
育
て
て
や
り
た
い
と
、

昨
年
内
春
か
ら
本
町
で
理
髪
庖
を
営

む
秋
山
芳
夫
さ
ん
(
お
歳
)
が
、
日

蹴
日
を
除
〈
毎
日
、
午
前
六
時
か
ら

七
時
ま
で
の
早
朝

一
時
間
、
今
金
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
を
続
け

て
め
ば
え
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
.
い

ま
で
は
小
学
四
年
生
か
ら
六
年
生
ま

で
の
仲
間
が
ニ
+
人
ほ
ど
に
な
り
、

朝
早
く
元
気
に
練
留
に
励
む
。
今
年

は
議
の
チ
l
ム
名
が
入
っ
た
新
し

い
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
揃
え
、
は
じ
め
て

楠
山
管
内
の
対
外
試
合
に
出
場
、

ま

た
、
何
よ
り
も
楽
し
み
に
し
て
い
る

函
館
大
会
が
七
月
末
と
目
前
に
あ
り

少
年
た
ち
町
野
球
に
か
け
る
情
熱
は

一
段
と
胸
を
は
ず
ま
せ
て
い
る
。

た
ら
ど
う
な
の
お
か
あ
さ
ん
肉
ほ

う
が

日

×

×

×

円
ほ
か
の
人
は
、
で
き
な
か
っ
た
っ

て
い
う
じ
ゃ
な
い
の
。
イ
イ
内
を
取
っ

た
ら
、
う
れ
し
い
で
し
ょ
う
.

が

ん
ば
る
の
ョ
〕
と
お
ど
し
た
り
、
皮
肉

っ
た
り
、
お
だ
て
た
り
す
る
の
じ
ゃ
あ

り
ま
せ
ん
か
。

マ
手
も
な
〈
不
安
に
な
る
だ
け
で
す

子
ど
も
が
中
学
校
に
入
学
し
た
そ
の
日

か
ら
、
税
と
し
て
、
勉
強
に
つ
い
て
は

ま
っ
た
く
手
が
か
り
が
つ
か
め
な
く
主

り
、
不
安
に
な
る
だ
け
の
よ
う
で
す
。

「や
っ
て
る
の
-
あ
ま
り
い
い
た
く
な

い
ん
だ
け
ど
ネ
、
そ
ん
な
勉
強
じ
ゃ
こ

向
先
町
校
な
ど
ど
う
い
う
こ
と
に
な
る

ん
で
し
ょ
う
E

U

思
い
切
っ
て
い
っ
た

つ
も
り
が
、
税
の
自
は
あ
る
肋
口
と
は

受
け
取
れ
な
い
で
、
勉
強
に
つ
い
て
の

不
安
だ
け
が
感
じ
ら
れ
る
コ
ト
パ
と
し

て
よ
り
の
こ
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
(
次
号
に
つ
づ
く
)

(
神
丘
小
学
校
長
西
里
貞
窃
)

気軽な服装で参加を

成人祭

とき/8月14日 総合体育館

対象者/昭和32年T月16日から

昭和33年T局15日まで

に生まれ疋人

(7) 
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住
民
の
連
帯
で
明
る
い
社
会
を
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与もたとき ( 11せ回 一一一一一二一一 一一一一iて非くに。らか活な

え
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
き
た

い
も
の
で
す
。

マ
あ
た
た
か
い
家
庭
内
ふ
ん
い
き
を
つ

く
り
、
千
ど
も
と
楽
し
く
語
り
合
う
。

守
子
ど
も
に
対

L
、
計
画
性
の
あ
る
規

川
正
し
い
生
活
を
指
導
す
る
.

マ
外
出
は
、
別
件
、
行
先
き
、
保
定
時

間
を
聞
き
、
と
く
に
夜
間
的
女
f
の

ひ
と
り
歩
き
は
さ
せ
な
い
よ
う
に
.

マ
海
水
浴
、
-
キ
ャ
ン
プ
な
ど
は
、
家
版

と
い

っ
し
ょ
に
行
く
か
、
責
任
の
あ

る
引
車
者
と
行
か
せ
る
。

マ
花
火
遊
び
は
、
広
い
場
所
を
選
ぶ
よ
-

う
に
し
‘
水
な
ど
も
用
意
し
て
お
と
『

な
が
見
守
る
な
か
で
さ
せ
る
。

一

【ホ
の
事
故
す
ら
守
ろ
う
}

』

い
よ
い
よ
本
絡
的
な
夏
が
や
っ
て
き
-

ま
し
た
。
毎
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
-

て
海
や
川
で
の
水
死
事
故
が
多
発
し
て
-

い
ま
す
。
お
互
い
に
次
の
こ
と
を
寸
っ

て
事
般
の
な
い
楽
し
い
夏
を
過
ご
し
ま

t
レ
ve、
内
J
0

7
ぷ
ち
入
り
然
止
の
川
や
沼
、
山
階
木
浴

場
以
外
の
区
域
内
海
で
は
絶
対
悼
が

主
い
。
泳
寸
前
に
中
州
運
動
を
す
る
。

マ
ふ
だ
ん

f
ど
も
が
遊
ん
で
い
る
場
所

を
よ
く
知
っ
て
お
き
、
幼
児
は
つ
ね

に
保
設
者
向
目
的
と
ど
く
均
所
で
遊

は
せ
ま
し
ょ
う
。

/

・

1
1

函
館
地
方
法
務
局
今
金
出
張
所
が
新
築

基
朽
化
し
た
収

A
内
法
務
ル
今
金
山
川
町

一
令
が
い
よ
い
よ
新
築
さ
れ
る
こ
と
に
な

一
七
月
四
日
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新

一
所
は
以
前
向
法
務
局
跡
地

(本
町
)
で
、
鉄
筋
一

一
コ
ン
ク
リ
卜
平
民
住
て
二
百
ニ
イ
三
平
方
U

一

一

2
派
な
庁
品
川
が
十

一
月
未
に
'
訴
し
ま
す
。

一

=広級=

トヒqyクス
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園
大
き
く
育
っ
て
と
ヤ
マ
ベ
稚
魚
放
流

水
産
資
川
仰
を
似
必
し
よ
う
!
と
、
町

商
工
観
光
正
と
町
釣
り
愛
好
会
で
は
、

七
月
六
日
下
ハ
カ
イ
7

y
プ
川
に
七
千

匹
の
ヤ
マ
ベ
の
株
仙
を
肱
流
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
魚
の
い
主
い
河
川
で
ヤ
7

ベ
の
増
殖
を
ぷ
み
る
も
の
で
、
明
年
ま

で
内
向
ち
ぐ
あ
い
に
よ
っ
て
は
み
な
さ

ん
に
ヤ
7

べ
釣
り
の
楽
し
み
を
味
わ
っ

て
も
り
お
う
と
い
う
計
画
で
す
。

布
地
淑
仁

(明

務

長

引

)

本

町

杉
内
千
恵
千

(周
三

長
立
)
日
尖
町

米

山

緑

(章

二
女
)
本

町

阪
判
か
す
み

(美

男

長

k
)
八

束

水
谷
そ
の
下

(収

長

女

)
大
和
町

内
川
川
秀
樹
(
潟
列
二
列
)
南

町

山
谷

圭
人

(新

一
一
一
山
)
緑

町

品
質
川
江
里
子

(正
仲

=一

K
)
昭
和
町

。
た
ん
じ
よ
う
お
め
で
と
う

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

藤

井

愉

快

(綜

H
K
m
山
)
南

町

凹

中

賢

二
日
鈴
木
古
川
市
u
r
T

利
I
田
地

角

川

悦

史

(文
山
長
引
)
米

町

大

幅

・

兼
尖
H
佐

藤

洋

子

鈴

金

尭
行
北
出
迫
今
金
町
役
場
制
集
/
企
画
品
広
報
係

ー扉む示蚕¥
Illl月lこ
比べて

人 119，463 (-2 ) 
リ 4，630(+ 4 ) 
i<' 4，833 (-6) 
l世出 2，676(+ 3) 
(5月31日現イEのl
¥IUO，q;台帳人II)
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。
お
く
や
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も
う
し
あ
げ
ま
す
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